
国
際
会
計
基
準
審
議
会
（
Ｉ
Ａ

Ｓ
Ｂ
）
が
作
成
し
て
い
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
は
現
在
、
約
１
２
０
カ
国
、
国

連
加
盟
国
の
過
半
数
が
採
用
し
て

い
ま
す
。
日
本
も
採
用
に
向
け
て

踏
み
出
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

世
界
標
準
と
し
て
の
位
置
付
け
を

強
め
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
コ
ア

と
な
る
原
則
を
明
確
化
し
、
例
外

を
設
け
な
い
基
準
作
り
を
基
本
に

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

は
「
原
則
主
義
」
の
会
計
基
準
と

い
わ
れ
ま
す
。
細
か
い
規
定
が
な

い
の
で
、
企
業
自
ら
実
態
を
反
映

す
る
会
計
処
理
を
選
択
す
る
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

外
を
設
け
る
と
き
も
そ
の
理
由
を

明
確
に
し
、
類
推
適
用
さ
れ
な
い

よ
う
厳
し
く
制
限
し
て
い
ま
す
。

解
釈
指
針
も
極
力
出
さ
ず
、
問

題
が
あ
れ
ば
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
自
体
を

改
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
固
定
資
産
の
減
価
償
却

で
は
、
定
額
法
と
定
率
法
の
選
択

に
際
し
て
は
、
消
費
パ
タ
ー
ン
に

合
っ
た
償
却
方
法
を
選
ぶ
こ
と
の

み
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
消
費
パ

タ
ー
ン
の
判
断
は
企
業
に
ゆ
だ
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
実

態
を
反
映
し
た
処
理
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
１
つ
の
特
徴
は
、
金
融
資

産
な
ど
公
正
価
値
の
変
動
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
資
産
な
ど
の
変
動
を

で
き
る
だ
け
当
期
の
財
務
諸
表
に

反
映
す
る
と
い
う
考
え
方
が
採
用

さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
と
米
国
財
務
会
計
基

準
審
議
会
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
会

計
基
準
の
主
要
項
目
を
統
一
す
る

Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
覚
書
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
９
項
目
を
来
年
６
月
ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
ま

す
。
米
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ

Ｃ
）
は
こ
れ
を
条
件
に
来
年
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
の
採
用
を
判
断
す
る
予
定
で

す
。
採
用
が
決
ま
れ
ば
15
、
16
年

か
ら
段
階
的
に
導
入
の
予
定
で

す
。進

行
中
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
金
融
商
品
・
リ
ー
ス
の

会
計
基
準
見
直
し
や
収
益
認
識
の

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
、
金
融
商
品
の
減
損
の

認
識
や
ヘ
ッ
ジ
会
計
の
簡
素
化
が

図
ら
れ
、
リ
ー
ス
会
計
基
準
が
投

資
不
動
産
の
会
計
処
理
を
規
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
は
企
業
の
固
定
資
産
・
不
動

産
戦
略
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

斉
木

企
業
の
２
０
１
０
年
３

月
期
末
の
「
賃
貸
等
不
動
産
」
を

時
価
総
額
順
に
並
べ
る
と
、
上
位

に
は
財
閥
系
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
以
外

に
も
数
多
く
の
事
業
会
社
が
入
っ

て
お
り
、
日
本
企
業
の
資
産
の
う

ち
不
動
産
が
占
め
る
比
率
が
非
常

に
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
導
入
で
企
業
不
動
産

（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
）
戦
略
の
重
要
性
が
よ

り
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
思
い
ま
す

が
。大

沢

多
く
の
企
業
に
と
っ
て

Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
重
要
性
は
ま
だ
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
よ
り
利
益
構

造
や
資
産
構
造
に
大
き
な
変
化
が

見
込
ま
れ
る
中
、
不
動
産
を
戦
略

的
に
活
用
す
る
動
き
が
広
が
る
と

み
て
い
ま
す
。

太
田

地
価
が
右
肩
上
が
り
に

上
昇
し
た
バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
Ｃ

Ｒ
Ｅ
戦
略
は
不
要
で
し
た
。
し
か

し
バ
ブ
ル
崩
壊

後
は
不
動
産
も

リ
ス
ク
資
産
と

認
識
さ
れ
、
Ｃ

Ｒ
Ｅ
戦
略
の
必

要
性
が
高
ま
り

ま
し
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
Ｃ
Ｒ
Ｅ
戦

略
の
認
識
を
高
め
る
よ
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。

木
村

当
監
査
法
人
は
「
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
専
門
デ
ス
ク
室
」
を
設
け
、

私
が
室
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
Ｅ
戦
略
は
「
企
業
価
値
の

増
大
」
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は

「
企
業
価
値
を
測
定
す
る
も
の
さ

し
」
で
す
か
ら
、
両
者
は
密
接
な
関

係
に
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
機

に
、
い
や
が
応

で
も
Ｃ
Ｒ
Ｅ
戦

略
の
意
識
は
高

ま
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

西
垣

今
年

６
月
、
当
監
査
法
人
は
主
に
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
の
情
報
収
集
を
目
的
に
、
欧

州
を
中
心
と
す
る
国
際
会
計
士
事

務
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
ま

し
た
。
欧
州
と
同
様
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

は
日
本
企
業
が
資
産
内
容
を
見
直

す
契
機
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

斉
木

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
応
に
向
け

相
当
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

大
沢

ま
ず
不
動
産
情
報
の

「
棚
卸
し
」
が
必
須
で
す
。
こ
れ

を
基
に
減
価
償
却
費
が
ど
う
変
わ

る
か
を
ラ
フ
に
評
価
す
る
こ
と
が

準
備
の
第
一
歩
で
す
。

西
垣

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
15
年
か
ら

の
適
用
を
念
頭
に
置
く
と
、
新
た

な
財
務
報
告
を
13
年
に
は
試
行
で

き
る
よ
う
準
備
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
社
内
横
断
的
な
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
な
ど
を
早
め
に
立

ち
上
げ
、
影
響
を
分
析
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す

斉
木

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
対
応
し
た

Ｃ
Ｒ
Ｅ
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

木
村

「
い
ま
ま
で
見
え
な
か

っ
た
も
の
が
見
え
る
」
と
い
う
変

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
10

年
前
に
10
億
円
で
購
入
し
た
耐
用

年
数
10
年
の
固
定
資
産
が
、
５
年

経
過
し
た
時
点
で
時
価
３
億
円
に

な
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
定
率
法

で
見
る
と
こ
の
時
点
の
簿
価
は
２

億
４
千
万
円
で
す
が
、
仮
に
こ
の

資
産
の
実
態
に
合
わ
せ
て
定
額
法

を
採
用
し
て
い
た
と
す

る
と
簿
価
は
５
億
円
と

な
り
、
差
額
の
２
億
円

を
減
損
す
る
か
ど
う
か

判
断
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
簿
価
で
10
億
円

の
資
産
が
毎
年
１
億
円

の
利
益
を
生
め
ば
資
本
利
益
率
は

10
％
で
す
が
、
こ
の
資
産
の
時
価

が
１
０
０
億
円
に
な
っ
て
い
た
ら

同
利
益
率
は
わ
ず
か
１
％
。
つ
ま

り
簿
価
ベ
ー
ス
で
見
て
収
益
性
が

高
い
と
錯
覚
し
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

斉
木

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
対
応
に
は
外

部
の
専
門
家
の
活
用
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

大
沢

減
損
会
計
が
導
入
さ
れ

た
際
、
当
社
は
顧
客
企
業
へ
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
「
公
認

会
計
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
一
級

建
築
士
、シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

の
４
職
種
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
企

業
側
に
も
「
経
理
、
財
務
、
不
動

産
、
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
４
部
門

で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
対
応
に
際
し
て
当
社
は

「
税
理
士
」
を
チ
ー
ム
に
加
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
企
業
側
に
は
ぜ

ひ
「
経
営
企
画
」
部
門
も
参
画
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
取
締
役

会
へ
の
報
告
、
承
認
を
要
す
る
案

件
が
多
く
な
る
か
ら
で
す
。
減
損

会
計
の
際
に
は
準
備
に
約
１
年
で

し
た
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
２
年
近
く

か
か
る
と
見
て
い
ま
す
。

西
垣

会
計
士
と
協
業
す
る
際

は
、
企
業
の
実
態
を
し
っ
か
り
と

ら
え
、
ま
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
基
準
を

的
確
に
解
釈
で
き
る
会
計
士
を
見

極
め
て
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
が

ス
ム
ー
ズ
な
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
の
カ

ギ
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

斉
木

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
機
に
Ｃ
Ｒ

Ｅ
戦
略
に
取
り
組
む
企
業
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

大
沢

わ
れ
わ
れ
ゼ
ネ
コ
ン
は

顧
客
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の

「
実
務
」
に
た
け
た
業
種
で
す
。

複
雑
な
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・
ア
カ

ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
考
え
る
際

に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

太
田

日
本
の
地
価
は
バ
ブ
ル

経
済
以
前
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り

が
続
く
こ
と
は
も
は
や
な
い
と
思

い
ま
す
。
中
長
期
的
視
点
か
ら
Ｃ

Ｒ
Ｅ
戦
略
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。木

村

経
営
者
は
「
や
ら
さ
れ

る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
」
で
は
な
く
「
企
業

を
強
く
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
」

と
前
向
き
に
と
ら
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

西
垣

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
で
企
業

の
説
明
責
任
が
よ
り
重
要
に
な

り
、
そ
れ
を
果
た
し
た
企
業
は
信

頼
が
高
ま
り
企
業
価
値
が
向
上
し

ま
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
、
積
極
的
に
活
用
す
る
経
営

戦
略
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

斉
木

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
向
き
合
う

そ
の
先
に
、「
強
い
日
本
」
が
よ

み
が
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

米国とＭＯＵプロジェクト推進

当
社
は
２
０
０
８
年
設
立
の
業

界
20
位
の
中
堅
監
査
法
人
で
す
。

今
年
５
月
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
と
共
同

で
Ｅ
Ｕ
の
仏
上
場
企
業
５
０
０
社

を
対
象
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
調
査
お
よ

び
現
地
取
材
を
実
施
し
、
仏
上
場

企
業
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
ど
う
乗
り
越

え
た
か
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

さ
て
本
題
の
固
定
資
産
評
価
で

す
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
で
す
。

不
動
産
の
評
価
と
償
却
資
産
の
減

価
償
却
計
算
で
あ
り
ま
す
。
両
ポ

イ
ン
ト
に
ま
た
が
る
の
が
建
物
で

す
。ま

ず
不
動
産
の
評
価

に
つ
い
て
で
す
が
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
、
時
価
主
義

が
原
則
な
の
で
、
事
業

会
社
は
再
評
価
モ
デ

ル
、
不
動
産
会
社
は
公

正
価
値
モ
デ
ル
と
い
う
評
価
方
法

を
用
意
し
て
お
り
、
不
動
産
会
社

で
は
公
正
価
値
モ
デ
ル
が
原
則
的

で
す
。

欧
州
最
大
手
の
商
業
用
不
動
産

会
社
の
仏
ウ
ニ
ベ
イ
ル
・
ロ
ダ
ム

コ
社
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
以
降
、
08

年
を
機
に
当
期
純
利
益
が
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。
公
正

価
値
モ
デ
ル
を
適
用
し
た
結
果
、

減
価
償
却
費
が
な
く
な
る
か
わ
り

に
不
動
産
の
時
価
含
み
損
益
が
プ

ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

不
動
産
評
価
の
欧
州
事
例
と
し

て
興
味
深
い
も
の
に
、
適
用
初
年

度
の
１
回
の
み
、
あ
る
特
定
資
産

を
時
価
評
価
す
る「
み
な
し
原
価
」

の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
の
造
影
剤
で
世
界
５
位
の
仏

ゲ
ル
ベ
社
は
、
数
十
年
前
に
取
得

し
た
本
社
の
み
を
時
価
評
価
し
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
有
形
固
定
資
産
の

会
計
で
は
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・
ア

カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
影
響
が
最
も

大
き
い
と
い
え
ま
す
。
日
本
の
ほ

と
ん
ど
の
企
業
は
建
物
を
一
式
計

上
し
て
お
り
、
減
価
償
却
に
違
い

純
資
産
を
９
億
円
増
や
し
ま
し

た
。
長
期
保
有
の
不
動
産
が
多
い

我
が
国
上
場
企
業
で
も
検
討
す
べ

き
事
項
で
す
。

一
方
、
償
却
資
産
の
減
価
償
却

計
算
で
す
が
、
こ
れ
は
、
仏
上
場

企
業
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
で
最
も
苦

労
し
た
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

が
出
る
の
で
す
。

日
本
の
税
法
は
会
計
上

の
確
定
値
を
用
い
て
減
価

償
却
費
を
計
算
し
ま
す

が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
で
は

企
業
の
意
思
に
よ
っ
て
取

得
原
価
を
重
要
な
部
分
に

分
け
て
配
分
し
、
各
部
分
ご
と
に

毎
年
定
額
も
し
く
は
定
率
で
減
価

償
却
を
行
い
ま
す
。
で
す
か
ら
償

却
累
計
額
に
は
大
き
な
差
異
は
な

い
も
の
の
、
毎
年
の
減
価
償
却
費

と
帳
簿
価
額
が
大
き
く
異
な
っ
て

具
体
的
に
は
、
①
固
定
資
産
を
耐

用
年
数
ご
と
構
成
要
素
に
管
理
す

る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン

テ
ィ
ン
グ
②
通
常
、
定
率
法
か
定

額
法
を
選
ぶ
減
価
償
却
方
法
③
利

用
可
能
と
予
想
さ
れ
る
耐
用
年
数

│
│
で
す
。
日
本
の
実
務
は
税
務

に
基
づ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

し
ま
い
ま
す
。
企
業
会
計
上
の
減

価
償
却
費
が
日
本
の
法
人
税
法
上

の
償
却
可
能
限
度
額
よ
り
も
大
き

い
場
合
に
は
税
効
果
会
計
で
処
理

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
小
さ
い

場
合
に
は
損
金
不
算
入
な
ど
の
損

金
経
理
要
件
に
当
た
る
重
大
な
問

題
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
求
め
る
要
件
に

は
、
経
営
者
が
意
思
決
定
す
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
化
や
耐

用
年
数
の
決
定
す
べ
き
根
拠
情
報

の
整
備
が
必
要
で
す
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
で
資
産
売
却
や

買
収
・
合
併
が
積
極
化
し
た
と
の

欧
州
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
企

設
計
図
面
と
工
事
内
訳
書
を
基

に
建
築
物
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と

は
理
論
的
に
は
可
能
で
す
が
、
十

分
な
人
材
が
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
効
果
的
な
不
動
産
管
理
ツ
ー

ル
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

は
、
不
動
産
評
価
に
影
響
を
及
ぼ

す
事
項
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
向

き
に
と
ら
え
れ
ば
、
例

え
ば
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン

グ
の
導
入
に
よ
っ
て
対

象
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
事

業
不
動
産
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
）
戦
略
の
重

要
性
を
裏
付
け
て
お
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
を
き
っ
か
け
に
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ズ
だ
け
で
な
く
経
営
の
業
務
刷
新

を
実
現
す
る
た
め
、
今
こ
そ
「
ワ

イ
ド
・
ア
ウ
ェ
イ
ク
」（
目
を
見

開
く
）の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

業
コ
ス
ト
と
し
て
明
確
に
評
価
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
企
業
は
、
企
業
価
値
を
最
大

化
す
る
た
め
の
不
動
産
戦
略
を
長

期
的
な
視
野
で
構
築
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
所
有
不
動
産

に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
を
戦
略
的

に
一
元
管
理
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
し
、
よ
り
根
源
的
に
は
、
戦

略
の
方
向
性
に
関
す
る
議
論
が
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
当
社
が

提
供
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

不
動
産
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｍ
」
は
、
顧
客
企
業
の
不
動
産
管

理
業
務
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
し
、
戦
略
的
な
一
元
管
理
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
は
顧
客
企
業
の
不

動
産
戦
略
を
考
慮
し
た
物
流
施
設

再
構
築
案
や
、
所
有
不
動
産
の
防

災
拠
点
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
所
有
不
動
産
の
棚
卸

し
か
ら
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

企
業
価
値
高
め
る
国
際
会
計
基
準

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

国
際
会
計
基
準
導
入
を
見
据
え
た
有
形
固
定
資
産
の
戦
略
的
活
用
方
法
と
は

西
垣
　
芽
衣 

氏

監
査
法
人
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ア
　

代
表
社
員
　
公
認
会
計
士

日
本
不
動
産
研
究
所
　
企
業
資
産
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
　

室
長

大
沢
　
幸
雄 

氏

大
成
建
設
　
Ｆ
Ｍ
推
進
部
長
　

兼 

大
成
サ
ー
ビ
ス
取
締
役

木
村
　
直
人 

氏

監
査
法
人
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ア
　

代
表
社
員
　
公
認
会
計
士

太
田
　
道
春 

氏

大
成
建
設
　
都
市
開
発
本
部
　

不
動
産
営
業
部
長

斉
木
　
正
人 

氏

●
パ
ネ
リ
ス
ト

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

西垣氏

木村氏

広   　告 企画・制作
日本経済新聞社クロスメディア営業局

不
動
産
情
報
の「
棚
卸
し
」
必
須
大
沢
氏

Ｃ
Ｒ
Ｅ
の
認
識
高
め
る
好
機
太
田
氏

早ければ日本でも２０１５年からの適用があり得る国際会計基準（ＩＦＲＳ）。適用されれば

固定資産評価などに与える影響は大きく、企業の不動産戦略は一段と重みを増す。そこで

日本経済新聞社は日経産業新聞フォーラム「ＩＦＲＳ時代の企業経営」（協賛：大成建設、監

査法人アヴァンティア、後援：国土交通省）を開催。ＩＦＲＳの最新情報や先進各国の状況

を踏まえ、日本企業が取るべき今後の対応について関係者が講演、意見交換した。

斉木氏

IFRS時代の企業経営 ～固定資産に与える影響と企業不動産戦略を探る

見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
だ
す
木
村
氏

早
め
に
対
策
組
織
立
ち
上
げ
を
西
垣
氏

監
査
法
人
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
ア
　
法
人
代
表
　

代
表
社
員
　
公
認
会
計
士
　
小
笠
原
　
直 

氏

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用
に
お
け
る
固
定
資
産
の
評
価

―
―
Ｅ
Ｕ
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ

1

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
成
建
設
　
Ｆ
Ｍ
推
進
部
長

兼  

大
成
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
　
大
沢
　
幸
雄
氏

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
と

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2

大
成
建
設
　
都
市
開
発
本
部

不
動
産
営
業
部
長
　
太
田
　
道
春 

氏

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
評
価
の
再
構
築
と
不
動
産
戦
略

基 調 講 演 ＩＡＳＢ（国際会計基準審議会）理事　
公認会計士　山田　辰己 氏ＩＡＳＢの最近の活動状況

資
産
の
有
効
活
用
へ

日
本
も
ワ
イ
ド
・
ア
ウ
ェ
イ
ク

損
金
経
理
の
問
題
処
理

管
理
ツ
ー
ル
の
活
用
を

長
期
的
な
不
動
産
戦
略

不
可
欠
な
一
元
管
理

協 賛 ：


